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Green VC 2019 ＠インドネシア　2019年10月23日(水)〜24日(木）
2019年度 研究・審査報告会(内部評価会） 2019年11月27日(水)〜29日(金）
2019年度 EREC(外部評価会） 2020年2月5日(水)〜7日(金）
佐井 旭   Akira Sai
北大保健科学研究院 学術研究員
井上貴雄   Takao Inoue
北大保健科学研究院 助教
大石若菜   Wakana Oishi
東北大工学研究科 博士課程1年
























My name is Hermes Dinala from Malawi, 
Sub-Saharan Africa. I am a Master student 
in the Smile Lab, Health Sciences Faculty, 
Hokkaido University. I have joined the Zambia 
team in the Sanitation project under RIHN.
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藤原 拓 (2019.03) 付加価値を生み出す持続可能な未来の下水道（巻頭言）. 下水道協会誌 56(677): 1.
Tsuyoshi Kato, Ayano Kobayashi, Wakana Oishi, Syun-suke Kadoya, Satoshi Okabe, Naoya Ohta, 
Mohan Amarasiri, Daisuke Sano (Accepted) Sign-constrained linear regression for prediction of 
microbe concentration based on water quality datasets. Journal of Water and Health. (Reviewed)
Mokhtar Guizani, Takeru Maeda, Ryusei Ito, Naoyuki Funamizu (Accepted) Engineering of size-
controlled magnetic nanoparticles for use as draw solution in forward osmosis process. Desalination 
and Water Treatment. (Reviewed)
Mokhtar Guizani, Megumi Saito, Ryusei Ito, Naoyuki Funamizu (Accepted) Combined FO and RO 
system for the recovery of energy from wastewater and the desalination of seawater. Desalination 
and Water Treatment. (Reviewed)
［口頭発表］
Taro Yamauchi Designing Sanitation Systems as Eco-Community-Value System. 2019.03.21-22, 
University of Oxford, UK.
大越安吾 アルカリ消毒資材を添加した家畜ふんの臭気強度の変動および病原媒介昆虫の誘因について.  第
53回日本水環境学会年会, 2019.03.09, 山梨大学, 山梨県甲府市.
藤原 拓・伊藤竜生・船水尚行・寺田智勝 アンケート調査による下水汚泥農業利用の実態解明と価値評価〜
岩見沢地区を例として〜. 第53回日本水環境学会年会, 2019.03.09, 山梨大学, 山梨県甲府市.
加藤郁生・モハン アマラシリ・佐野大輔 水中病原ウイルスの自然死滅モデルパラメータ推定式の構築. 
第53回日本水環境学会年会, 2019.03.09, 山梨大学, 山梨県甲府市.
Hermes Dinala, Atupelye Komba, Sikopo Nyambe Water, Sanitation and Hygiene in Urban South, East 
Africa. Seminar on JAAS Hokkaido Branch, 2019.02.08, Hokkaido University, Sapporo.
Sikopo Nyambe Dziko Langa: Action Research study in peri-urban Lusaka, Zambia. Seminar on JAAS 
Hokkaido Branch, 2019.02.08, Hokkaido University, Sapporo.
池見真由 サニテーション・バリュー・チェーンの人類学的考察. 平成30年度国立民族学博物館研究プロ




研究会：遊動とホミニゼーション, 2019.02.28-03.01, 京都大学霊長類研究所, 愛知県犬山市.
Daisuke Sano Water Infrastructure & Virus Evolution. Seminar on Water Infrastructure & Virus 






第6回 Visualization研究会「バーチャルリアリティによる体験と可視化」(共催). 2019.03.28, 地球研, 京
都府京都市.
SIP報告展示・イベント「どうする？地方の水道-地方の水道を持続可能にするための富良野高校×道総
研×北大の取り組み-」(共催). 2019.03.24, フラノマルシェ2内 TAMARIBA, 北海道富良野市.
Dziko Langa Youth Workshop -Information Transmission（主催). 2019.02.17, Chawama Skills Training 
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お知らせとお願い
　地球研の畑は広さ約23.5平米。2年前からプロジェクトと園芸クラブで管理し、細々と野
菜を育ててきました。この畑作業を単なる余暇・クラブ活動ではなく、環境教育活動に結び
つけようと企画したのが、子どもたちを対象としたさつまいも掘りです。とはいえ担当メン
バーは農業の素人で、畑を上手に運営していくノウハウが充分ではありません。そこで今年
度は準備の年とし、汚泥肥料を用いた野菜づくりをひとまず試してみることにしました。
　ちょうどこのタイミングで、近所の方がご好意で新たな土を軽トラック1台分入れてください
ました。その土から瓦礫や石を取り除く作業をし、同時に市販の赤玉土とたい肥（ご近所から
のいただきもの）を混ぜ、さらに汚泥肥料も混ぜ込んで耕し、ようやく一畝が完成しました。
　使用した汚泥肥料は、産業廃棄物処理を行っている京都環境保全公社（京都市伏見区）の
「ドリームソイル」です。当初は京都市が認可している汚泥肥料を使う計画でしたが、市が
認可しているものはないそうで、代わりにこの肥料を紹介してくれました。ドリームソイル
は下水汚泥を炭化した肥料で、見た目は黒く細かい砂利のよう。においは全くありません。
しかし“下水汚泥”というところに抵抗感を抱く人も中にはいるのかもしれません。
　こうした汚泥肥料で育てる農作物を通じて、サニテーション価値連鎖をみんなで考えていく
イベントの開催を目指します。畑をすべて耕し終えたら、5月にはいよいよ植え付けです。
▷ 地球研ハウス予約システムが変わりました
ネットシステムが導入されたため、事務局からの予約後、宿泊者本人
へ直接地球研ハウス予約システムより予約確認メールが送信されます。
▷ 野外研究活動に伴う提出書類の様式が変更になりました
野外調査や海外出張の際、提出する書式が変更になりました。適応者へ
順次連絡させていただきます。
▷ 旅行傷害保険について
以前は野外活動計画書を作成提出することで同時に包括契約の旅行保険
に加入していましたが、今年度より【旅行傷害保険（国内・海外）加入
申込書】も別途提出することが義務付けられました。適応者へ順次連絡
させていただきます。
▷ 危険地域への渡航について
今年度より、危険情報レベル３以上の場合は、渡航不可となります。レ
ベル2の場合は、｢安全管理体制に関する計画書」を提出いただきます。
▷ 学会費などの立替払事前申請について
学会費等で会費を事前申請なしに支払い後、経費申請されるパタンが多
々ありますが、今後事前申請がない経費については一切処理できません
のでご注意ください。
地球研の小さな畑で、汚泥肥料を使って農作物（メインはさつまいも）を育てる試みを始めました。
ゆくゆくは、地域の子どもたちとその親御さんを対象とした環境教育イベントを開催する予定です。
ここでは活動の模様をお伝えしていきます。活動へのご参加大歓迎です。(担当：林・木村)
子どもたちも一緒に作業。じつはいただい
た土に混ざっていた石や瓦礫がものすごい
量で、除去に多大な時間と労力を費やす
はめに…
下水汚泥肥料
「ドリームソイル」
プロジェクト
Vol. 1　土づくりと汚泥肥料
農園
Plantation
・編集後記・
3月11日全体会合 意見交換会
京都・大原のお店「KIRIN」のケータリングを楽しみま
した。締めのご挨拶は楠田先生にしていただきまし
た。みなさまご参加ありがとうございました。
このニューズレターを通じてプロジェクトの様々
な活動や近況をみなさまにお伝えし、プロジェク
トのよりよい運営とさらなる発展を目指していき
ます。今後、みなさまに調査報告や発表要旨等の
原稿依頼をさせていただくこともありますので、
なにとぞご協力をお願いいたします。
Gallery
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